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図４．プロットモニター

RDF システム－ラジオ・エ

ミッション・プロジェクト．

2017 年 7 月 14 日に受信さ

れた電磁波信号と方位角信

号の変化は，18:00 以降に

認められる．

引き続く時間の間には地磁気背景の実質の増加がな

いことが示され，記述した特徴が強く持続している．

従って，RDF システムは電磁波発信源を正確な方向

で示した．

2017 年 7 月 17 日

この信号の出現の 3 日後に，Mw7.7 の強い地震が

RDF システムによって示された同じ方向に発生し

た．観測所は，その間に 0〜 32kHz の全周波数帯域

を記録していた（図 5）．

結 論

地震前兆現象候補についての１つの問題は，将来の

震央帯・発生期間・地震のマグニチュードについて，

事前に十分な時間をおいて指標を受け取るために，

測定するマグニチュードを選択することである．こ

の報告で提示された方法は，３つの条件すべてに加

わるが，我々はまだ地震前兆現象の測定の信頼性に

ついて話すことができない．
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リモートセンシングデータの周波数共鳴解析で検出された
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High-frequency  electromagnetic  emission in the area between 
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frequency-resonance analysis of remote sensing data
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（ 矢野孝雄 [ 訳 ] ）  

要旨：衛星画像を用いた周波数共鳴処理により， カムチャッカ半島とコマンドルスキー諸島の間の海域における高周波放

射の異常ゾーンを検出することができた． 調査海域では高周波電磁放射の 9 つの異常ゾーンが検出され， 図化された．

検出された異常域内の電磁放射の最大周波数は 85 〜 1100MHz の範囲で変化する． 最大周波数値を示す局所的異常

域では， さまざまな時刻に撮影された衛星画像を処理した ： 20/01/2015， 10/01/2017， 10/02/2017， 15/06/2017 およ

び 5/08/2017． 2017 年 7 月 17 日にコマンドルスキー諸島近郊で発生した大地震の震央にも異常な高周波放射帯が記録

された． 調査結果は， 予測された中〜大規模地震の電磁気放射調査が実現可能であることを実証している．

キーワード ： カムチャッカ半島， コマンドルキー諸島， 周波数共鳴法， 衛星データ， モバイル技術， RS データ処理， 高周波放射帯性

(2017 年 9 月 14 日受付 . 2017 年 9 月 20 日受理 )

まえがき

筆者は 2016 年に，過去の地震震源地域の電磁波特

性を，カザフスタン共和国，日本，ウクライナ，イ

タリア共和国のリモートセンシング（RS）データ

（衛星画像）処理と解析した． 調査地点における異

常応答の観測は，20-1350MHz の周波数範囲で実施

され，時間と共に変化する放射線パラメータ（周波

数および領域）の特性が考察された． 研究の結果，

高周波電磁放射の検出と局所的異常領域の技術が開

発された（Levashov et al., 2016）．

2017 年には，カムチャッカ半島とコマンドルスキー

諸島の間の海域においても，同様な研究が行われた． 

この地域は地震多発域に位置する．研究の主な目標

は地震時の高周波電磁波の局所領域を検出して，図

化の可能性を研究するための衛星画像を処理して，

周波数共鳴法の信頼度を増すことである（Levashov 

et al．，2016 and 2017） 世界の脆弱域について，

いくつかの調査結果を報告する．

研究方法

調査には，リモートセンシングデータの周波数共鳴

処理と解釈（デコーディング）のモバイル技術を

使用した．この技術の特徴は，Levashov ら（2016, 

2017）をはじめ，多くの出版物に記載されている．

長年にわたり，この技術は，鉱石および可燃性鉱物

の探査・開発に広く使用されてきた．論文の 1 つ

（Levashov et al．，2017）は，世界の様々な地域に

おける深部流体（炭化水素を含む）の移動のための

鉛直チャネルの検出と精密な位置決定のための応用

技術の結果を示す．

過去の地震の震央でこの方法を用いた 2016 年の実

験研究は，リモートセンシングデータ周波数共鳴処

理の移動方法を高周波電磁波領域の検出のために使

用できることを示した（Levashov et al．，2016）．

この方法はまた，さまざまな時刻（前回の地震の前
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図１　カムチャッカ半島とコマンドルスキー島の間の海域におけ

る高周波異常域のスケッチ地図（衛星画像の周波数共鳴解析によ

る）． 画像処理の縮尺は 1：600,000． 2017 年 1 月 10 日撮影の

衛星画像．

後を含む）に得られた調査地点の衛星画像処理にも

とづいて，その領域における発生・変化（増加・消

滅）プロセスを監視することもできる．

使用されるモバイル技術に関する追加情報は，次

の Web サイト [http://www.geoprom.com.ua/index.

php/] で得られる． そこには，研究のさまざまな

段階での結果を示すビデオフィルムと，モバイル直

接探査法の実用的アプリケーションの多数の成果を

示すプレゼンテーションが掲載されている．

試験 （小規模） 研究の成果

この海域の研究は，数段階に分けて実施された． 

最初の 2段階で得られた結果を図 1に示す．

第 1 段階では，カムチャッカ半島の隣接海域にお

ける一部の衛星画像を縮尺 1：200,000 の周波数共

鳴法で処理した．その結果，120,150,85MHz の電磁

波の最大周波数を持つ 3 つの異常領域 NPEMFE-4，

NPEMFE-3，NPEMFE-5 が調査地域で検出された（図 1）．

さらなる研究のために，2017 年 1 月 10 日にカム

チャッカ半島からコマンドルスキー諸島に至る全

域の衛星画像を撮影した．比較的小さな領域で得

られた画像群が縮尺 1：300,000 とより大きい 1：

600,000 で処理された（図 1）．

これらの画像の周波数共鳴処理の結果，NPEMFE-1，

NPEMFE-2（ 縮 尺 1：300,000） お よ び NPEMFE-6，

NPEMFE-7 の高周波電磁放射線の異常ゾーンが検出

され，NPEMFE-8，NPEMFE-9（縮尺 1：600,000）と

して画像化された（図 1）． これらの異常帯の輪郭

に電磁放射周波数の最大値 850,850,1100,150,125

および 120MHz．が固定された．

図 1 には，周波数 1100MHz の NPEMFE-6 異常帯が優

先的に注目されるべきであること，そして，以前の

実験的研究の結果（Levashov et al., 2016）も考

慮に入れられている． これに関連して，この異常

ゾーンで追加作業が行われた．

NPEMFE-6 異 常 ゾ ー ン 付 近 の 局 所 的 衛 星 画

像（20/01/2015，10/01/2017，10/02/2017，

15/06/2017 および 5/08/2017）を 1：100,000 に変

換した場合の処理結果を図 2に示す．

我々は，2011 年 10 月 1 日〜 2011 年 10 月 2 日の期

間，電磁放射周波数の最大値は変化しなかったとい

う事実に注目している． 放射線周波数の決定精度

が 50MHz であることを考慮すると，電磁放射線周波

数の最大値の増加は 50MHz １/ 月を超えないと仮定

できる．

さらに，このサイトの衛星画像処理は，異常ゾーン

の面積と電磁波周波数の最大値が大幅に減少したこ

とを示す．これにより，すべての高周波放射異常ゾー

ンが地震の形でエネルギー放出するわけではないと

結論づけられる．

カムチャツカ沖の 2017 年 7 月 17 日地震

2017年 6月 5日（42日前）および2017年 7月 23日（6

日後）の地震震源地の衛星画像が縮尺 1：100,000

で処理された．結果を図 3に示す．

震央付近では地震前の 42日にわたって高周波放射の大

きな異常ゾーンが検出され，図化された．異常域内で

は，放射周波数の最大値は 1370MHz である（図 3a）． 

地震の 6 日後には，この異常の面積は大幅に減少し，

放射周波数の最大値は 70MHz に減少した（図 3b）．

Levashov et al．（2016）によって定式化された結

論は，過去の地震についてこれまでに調査された地

点に有効であると考えられる．

結　論

このたびの研究の結果は，中〜大規模地震の震源域

における電磁放射のをさらなる研究の妥当性を実証

した．過去の地震の震央付近では，時間とともに電

磁波パラメータ（周波数と面積）が変化するとい特

徴を詳細に研究する機会となった． これらの調査

結果は，" 予測された " 地震の地域を監視するため

に今後活用することができる．

地震の多発地域の衛星画像の周波数共鳴処理技術

は，高周波放射の異常ゾーンを発見して迅速にマッ

ピングする機会を提供する． 検出された異常領域

の監視は，地上ベースの測定でも可能である．
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図２　カムチャッカ半島とコ

マンドルスキー島の間におけ

る自然電磁界（NPEMFE）の高

頻度異常地帯（衛星画像の周

波数共鳴解析による）． 画像

処理縮尺 1：100,000．e) satellite image of 5/08/2017, 
max E=600 MHz

図３　衛星画像周波数共鳴処

理による 2017 年 1 月 10 日カ

ムチャッカ地震の自然震動電

磁界（NPEMFE）．（a）地震前

と（b）地震後．
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2017 年 8 月 8 日， 中国 M6.5 地震の短期予知の成功
Successful short-term prediction of magnitude 6.5 earthquake of

8 August 2017 in China  b0

Arun Bapat
Research Seismologist , Pune, India     arunbapateq@gmail.com 

（ 久保田　喜裕 [ 訳 ] ）  

要旨：適切かつ効果的な地震災害の軽減と管理のためには， 地震の数時間前に社会に警告することが非常に必要であ

る． この複雑な問題にはいくつかの方法がある． ひとつは， 数秒の警告がでる早期警告システム （EWS: the early warning 

System） である－この方法は人命救助に役立つ． この目的のために， 従来の地震前兆に加えて， エレクトロニクスにも

とづく方法がある． それは地震の数時間に警告を発する． この方法では， TEC （総電子量 ： Total Electron Contents), 

OLR （長波長放射 ： Outgoing Longwave Radiation), および赤外線写真に関する衛星搭載データが使用される． 2017 年 8

月 8 日の甘粛 （中国） 地震は予知され， 予想通りに発生した．

キーワード ： 衛星データ， 地震前兆， 地震予知

(2017 年 9 月 20 日受付，2017 年 9 月 23 日受理 )

マグニチュード 6.5 の地震が中国で発生したが，関

連する詳細は以下のとおり．

M=6.5, 08082017, 131949(UTC), 33.193N 103.855E, 
h=9km, 36km WSW ( 中国，甘粛省 Youngu)

ちなみに，それは私によって予測された．それは偶

然ではなかった．私は，それが予測の成功にたどり

着いた直感的な知見であり，数日間だけの厳密な研

究によるものではなかったと考えている．私は毎朝，

仕事のためにコンピュータに就くとき，インド気象

局（IMD：India Meteorological Department）のウェ

ブサイト（www.imd.gov.in）でいくつかの地震に関

する諸元 (parameters) を読む習慣がある．これら

の諸元は，地震活動領域の最大および最小温度，長

図１　インド気象局の

2017 年 8 月 7 日の赤外線

画像，中国の甘粛省での

高い熱異常を示している．

波長放射（OLR）および総電子量（TEC）である．こ

れらは地震の発生過程と本質的に関連している．こ

れらの諸元を利用して，地震予知についての議論が

可能となった．Bapat(2010),Bapat(2015) 参照．

2017 年 8 月 7 日，深夜頃，私がウェブデータを調

べていたときのことだった． 私は，図 1 のような

顕著な高温域を示す衛星赤外線（IR）写真を見るこ

とができた．私が 17 時にチェックしたとき，同じ

地域にそのような兆候はなかった． しかし，約 5

時間以内に急激に温度が上昇した．突然の熱的上昇

は，地震の発生をもたらすに十分な徴候であった．

示された範囲が数 100km だったので，私は地震の規

模が 6.0 か 6.5，あるいはそれ以上になると言った．
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私はすぐにこの観察をいく人かの友人に郵送した

後，眠った．翌朝 2017 年 8 月 8 日，中国の科学者，

Hong-Chun Wu 氏は観測された「予測された中国の

地震が起こった」とメールを送った *．このことは

私の観測がすぐさま実証されたことであった．翌朝

は地震についての裏付けやメールがかなり合った．
* H-C Wu 氏は，2017 年 3 月 12 日と 2017 年 6 月 16 日に，

震央付近のジェット流異常を 2 回，甘粛省地震の発生前の

それぞれ約5ヶ月と2ヶ月前に見出した．それらのひとつ：

https://www.facebook.com/photo.php?fbid=138119314526

6064&set=a.657516484300404.1073741826.10000

たとえば 2017 年 4 月 14 日，インドの ジャンムー 

(Jammu) とカシミール州政府の書記官に送られた電

子メールでには，地震関連のさまざまな諸元を定期

的に確認している間に，Bhaderwah（インドのジャン

ムーとカシミール州の町）の地殻の地域で，今後数

日以内に約 M5.5 の地震に向かうらしいことを見出

していた．M5.0の地震は，予想通り4日後に発生した．

これ以前に，諸元にしたがって予測された地震が起

こった例がある．ここで，ひとつの例を検証するの

が良いであろう．

2 月 23 日，インドの Shillong（アッサム：Assam）

の北東部災害管理局に，マニプール (Manipur) 州

（インド）で M 約 5.0 の地震が発生する可能性が

あるとの連絡が入った．このことは，3 箇所にお

ける急激な温度上昇に基づいている．数値の上昇

は最高温度で + 7 ～ + 9 の範囲であった．迫りく

る日は 2 月 25 日ないしは 26 日が定められた．2

月 24 日，インドのマニプール (Manipur) 州の 

Churachandpur で，M5.2の地震が発生した．ここで，

その標的は数時間で消滅し，使用したデータには最

低限の熱的な数値の上昇がみられた．

衛 星 搭 載 デ ー タ は，24 時 間 365 日 (24 x 7 

bases)，さまざまな Web サイトで自由に入手でき，

短期または極短期間の地震予知には疑いなく利用で

きる．中～大規模地震が発生する前に，地震－電磁

気効果に関連する地震前兆を効果的に利用すること

ができるほか，震源域の温度が上昇する．結果とし

て，その領域における地磁気場が減少する．このこ

とは，電磁波の伝搬および受信に悪影響を与える．

これらの影響で，テレビまたはモバイル（セル）電

話を使用するすべての人が気づくことができる．

地震の約 2日前に，固定電話やケーブル電話に雑音

で乱される．電波の受信は，地震の 30 ～ 40 時間前

に途絶える．テレビの受信は，地震の約 10-15 時間

前に妨害される．衛星搭載データや他の電子データ

を使用すれば，結果を指向する地震予知には間違い

なく役立つであろうと，十分なレベルの自信をもっ

て言えるだろう．

現在，米国（カリフォルニア州）やトルコ，インド（ヒ

マラヤ地域）など，一部の国で潜在的な地震の危険

がある．ここで議論したデータを使用することによ

り，地震災害の軽減に役立つことが期待される．

文　献

Bapat, Arun (2010) Disaster Management in view of recent 
earthquakes. Current Science, Vol. 98 (10), p. 1287. 

Bapat, Arun (2015) Riddle and Ridicule of Earthquake 
Prediction. Current Science, Vol. 102 (4), p. 554. 

20 世紀の海面上昇は潮汐ゲージからどんな最近の加速度も見られない
The 20th  century sea level rise from tidal gauges does not show

any recent acceleration

Albert Parker
Independent Scientist, Formerly James Cook University, Townsville, Australia 

albert.parker.2014@gmail.com 

（ 柴　正博 [ 訳 ]） 

地球気候コーナー　GLOBAL CLIMATE CORNER

要旨：もう 1 つの海水準の論文が，国際（フランス）のメンバーである Anne Cazenave によって，グローバルな温暖

化の経済を支えるための最新の政治運動の第 7 号である米国国立科学アカデミー（PNAS）の議事録に寄稿された．今

回は，海水準が 1990 年まで約 1mm/ 年の割合で上昇し，その後急激に上昇して 3mm/ 年以上になったと主張している．

この声明は，20 世紀と 21 世紀の初めの部分にわたって，1 年あたりのマイクロメータの平均加速度を有する世界で

実質的に加速のない潮のゲージによって証明されていない．

キーワード：sea levels, predictions, measurements, models, validation

(2017 年 6 月 15 日受付，2017 年 9 月 27 日受理 )
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出 版 物　　PUBLICATIONS
（ 柴　正博 [ 訳 ]） 

海水準操作　Sea level manipulation

Nils-Axel MÖRNER
International Journal of Engineering Science Invention, v. 6, issue 8, p. 48-51 

（ 柴　正博 [ 訳 ] ） 

要旨：地球温暖化のシナリオでは海水準変化が重要な問題である．20 世紀後半の温暖化のパルスの関数として

海が上昇していることが広く主張されている．地球規模の潮汐データセットは，ステーションの選択に応じて 

+1.7mm/yr から +0.25mm/ 年の間で変化する．多数の個々の地点で，利用可能な潮ゲージは安定したゼロレベルの

周りの変動性を示す．沿岸の形態は進行中の海水準変化を定義する際の鋭い道具である．モルディブ，ゴア，バン

グラデシュ，フィジーなどのサイトでは、一般的な安定性が定義されている．これらの観測結果とは対照的に，衛

星高度計は海面水位が世界的に平均で約 3.0mm/ 年上昇すると主張している．この論文では，衛星高度測定値が「操

作された」と主張されている．このような状況では，我々は観測値に戻って，海水準が± 0.0mm/ 年から +0.0mm ま

で変化することを推奨するし，それは沿岸保護に問題のない値である．

短期地震予知のための ULF/ELF 電磁現象
　ULF/ELF electromagnetic phenomena for short-term earthquake prediction

A. Schekotov and M. Hayakawa 
LAP LAMBERT Academic Publishing, 2017 ISBN:978-3-330-06286-3

（ 柴　正博 [ 訳 ] ） 

1995 年の兵庫県南部地震以来，過去 20 年間の地震との関連で電磁気現象の研究が著しく進展しており，大規模な

地震に先立って電磁気現象が現れていることが最近のコンセンサスであり，そしていくつかの現象が統計的に地震

と相関することが明らかになっている．1 つは ULF（超低周波，1Hz 未満）降下（ULF 水平磁場成分の振幅の減少）

であり，もう 1 つは ELF（超低周波、1Hz<f<10Hz）電磁放射である．この 2 つの効果は，短期間の地震予知の非常

に有望な候補であることが非常にはっきりしているが，残念なことに学界ではそれほど人気がない．これが，これ

らの ULF/ELF 効果に関する論文を本として収集した理由である．

局所的な大地震　誰でも地震を予測することができる　生き残るための方法
Strong local earthquakes. Everybody can predict an earthquake. Strategy on how to survive

早川　正士 
OROCO プラニング， ２０１７年刊 （あいにく日本語である） 

（ 小松 宏昭 [ 訳 ] ） 

この本の主な目的は，電磁気現象を利用して地震の予知を可能することを説いたものであるが，それはまた読者に

いくつかの科学論文によって追跡された以前の歴史的な地震，1923 年の東京の地震、地震に関連した心理的な問

題からの教訓，大災害のリスクマネジメント等々を提供している．
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カトラは噴火するのか？　　Is Katla Ready to Erupt?

John L. Casey
Veritence Inc.      mail@veritence.net 

（Veritence 出版社で発表した記事の再掲載． 2017 年 6 月 31 日投稿． http://veritence.net/）

（ 杉山　明 [ 訳 ] ） 

アメリカ合衆国から北大西洋を越えたところには， 束縛

を解かれた地球上の地獄に近い地球物理的脅威が存

在する．それは，アイスランドの危険なカトラ火山である．

では， なぜ， 現在関心が持たれているのか？その理

由はカトラとその妹火山であるエイヤフィラットラヨ－クト

ル （“E” と略す） の活動史と， 太陽活動が低下し寒

冷化する可能性のある次の数 10 年の気候変化の始ま

りにある．

皆さんがアイスランドで活動的になっているカトラ火山に

関心がないなら， 私がこの記事で， アメリカ合衆国やこ

の地球上のどこか別の場所にいる皆さんに， この火山

を徹底的に監視すべき 6 つのもっともな理由を挙げよう．

アイスランドを見守る理由は次の諸点にある．

１． カトラは規模と爆発力からみて怪物である．

噴火が起これば， その威力は， 地球上にエアゾールと

有害なガスを拡散させながら 1991 ～ 1995 年の間に地

球全体の気温を低下させたピナトウボ山の 1991 年の噴

火に等しいかそれを上回る可能性がある． ピナトウボと

カトラは， どちらも， 火山爆発指数 （VEI） がレベル 6

図 1  2017 年 7 月 31 日の地震を示すアイスランドの地図．色の

ついた小さな円は M3.0 より小さい地震．M3.0 より大きな唯一の

地震は緑色の星印で示されていて，ミルダルスヨークトル氷河の

下方に位置するカトラ山に当たる．出典：アイスランド気象局

の噴火能力を有する． 比較すると， 1980 年 5 月 18 日

に噴火したセントヘレンズ山は VEI が 5 であった。 ピナ

トウボ山の火山灰に覆われた多くのフィリピンの村と地

方には， アメリカの広大なクラーク空軍基地とスービック

湾の合衆国海軍基地も含まれた． 722 人の人々が死亡

し，その多くは火山泥流 （ラハール） によるものであった．

約 20 万人の人々が家を失った． 地震学者と政府の十

分な警告が避難を強制し， はるかに多くの死傷者を出

すことを防いだ．

２． ヨーロッパとロシアに対する経済的打撃が甚大なも

のとなり， それらの地域と貿易関係のある合衆国にも影

響を及ぼす可能性がある．

最後の大きな噴火である 1918 年と同等もしくはそれ以

上の大きな噴火では， ヨーロッパはカトラの直接の照準

になるだろう． ヨーロッパの大部分とロシアのかなりの部

分を覆う火山灰プリュームを送りこんだ “E” の 2010 年

の噴火のように， カトラの噴火ははるかにひどいものと

なるだろう．“E”は 2010 年 4 月 15 ～ 20 日の間，ヨーロッ

パの航空交通を遮断した． 国際航空運送協会 （IATA）

は “E” による産業上の損失を 1.7 × 109 ドルと見積もっ

た． ずっと大きなカトラが噴火すれば， それは数日にと

どまらず，数カ月とまではゆかないにしても数週間，ヨー

ロッパ内とヨーロッパへの空の旅を遮断する可能性があ

る． ヨーロッパとの間の旅行と貿易による合衆国の収入

は大きな打撃を受けるだろう．

カトラの噴火の最悪のケースは，季節によってはヨーロッ

パとロシアの農業に対する壊滅的な結果をもたらす可

能性がある．

３． この火山の地下における最近の地震活動はマグマ

上昇の兆候である可能性がある．

2017 年 7 月 26 日のこの火山の下での M4.5 の地震と

その後の小さな地震群は， 次の歴史的噴火の前兆とし

て， この厄介な火山の物語のあらゆる要素がまとまって

やってくるのではないかということを予感させる． M4.5

の規模の揺れはカリフォルニアの地震慣れした住民に

はほとんど気付かれないが， 事実上， カトラ火山の下

10km という浅い深度で生じているので， 極めて重要な

ものとして位置づけられる． 我々すべてが 1980 年 5 月

18 日のセントヘレンズ火山から学んだように， 地震は，
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その上で爆発しようとしている火山の重要な前兆となりうる．

重要なことは， これがカトラ火山では稀な地震であると

いうことである． 同じような強さの地震が 2016 年 8 月に

2 回発生したが， この火山ではその 3 つが 1977 年の

M5.1 以降では最大のものであった． 夏の氷河の融解

は氷河の下に小さな地震を引き起こすが， これらの稀

な M4.5 規模の地震， とくに， この 7 月の地震は暗色

で硫黄臭のする融解した氷河水の急激な洪水を発生さ

せたので， 眠っていた巨人が再び目を覚ます兆候であ

る可能性がある． 突発性の洪水は， 少なくともミルダル

スヨークトル氷河の下で小規模なカトラ噴火が生じてい

ることを示唆している．

下の図 2 は， アイスランドの “E” 火山とカトラ火山を含

む地域を示している． カトラは， 塊状で厚さが 700 ～

2,600 フィートのミルダルスヨークトル氷河の下に埋もれ

ている． 最近の M4.5 の地震はカトラカルデラのちょうど

南東に当たる．

４． カトラの大規模噴火が迫っている．

過去の噴火の間隔には，数年から 95 年という幅がある．

1918 年の VEI 5 の噴火は， カトラの最も新しい大規模

な噴火であった． このことは， 次の壊滅的な噴火の時

図 2　“E”火山とカトラ火山をそれぞれ覆う 2 つの大規模な氷河

であるエイヤフィラットラヨ－ク

トルとミルダルスヨークトルを示すアイスランド南東部の地図．

緑色の星印は，2017 年７月 30 日にカトラの下で発生した 2 度の

M3.0+ の地震と，それより小さな地震群（青と黄色の円）を示し

ている．7 月 29 日の別の小さな地震群（図には示されていない）

は，緑色の星印の左で発生している．地図の出典はアイスランド

気象局．M4.5 の位置は USGS による．

期を 4 年も過ぎていることを意味している． 次の壊滅的

な噴火の時期を過ぎているカトラのような怪物火山の近

くや風下に生活していることは極めて危険性が高い．

５． カトラの噴火の後にはエイヤフィラットラヨ－クトル

（“E”） も噴火する．

正確に 1 ： 1 ではないが， “E” の噴火の後にカトラの

噴火が発生するという関係は非常に強い． ここに 2 つ

の山の噴火史を示す．

　　　　　　表 1.  “E” 火山とカトラ火山の噴火史

　　　　　　　　　“E”           　　　　　カトラ

　　　　　　　  920 AD          　　　　 930 AD

　　　　　　　1612 AD                   1612 AD

         　 1821-1823 AD              1823 AD

　　　　　　　　　NA                      1918 AD

　　　　　　　2010 AD                     TBD

2 つの火山の噴火を並べて気づくことは， それが同年

か 10 年後ということである． このことは， カトラが， 現

在と 2020 年の間に， 次の VEI 5 (1918)， または， よ

り大きな VEI 6 の噴火が発生する可能性を示唆してい

る． カトラの下のマグマ溜りでマグマの増強に長い期間

（約 100 年） が費やされるなら， 少なくとも VEI 5 ない

し VEI 6 の大規模な噴火に至るということは驚くに値し

ない． それはセントヘレンズ山とピナトウボ山の間のス

ケールに匹敵する噴火である．

６． 膨大な研究結果は，最大規模の火山噴火 （と地震）

が， 太陽エネルギーの放出が長期にわたって低下する

期間に発生することを示している．

現在は， 次の大規模な太陽活動の低下期もしくは “太

陽活動の冬眠期” の早期フェーズが始まったところで

ある． 私自身と他の人による研究では， いわゆる “エ

ディー極小期は， （2020 年に始まって） 第 25 と 26 の

太陽周期のちょうど間になる．

　　表 2.　カトラの噴火と太陽活動極小期の関係

　　噴火年　　　関連する太陽活動極小期

　　920 AD      マヤン （Mayan） 極小期

　 1612 AD　　 マウンダー （Maunder） 極小期

　 1832 AD　　 ダルトン （Dalton） 極小期

　     TBD　　　エディー （Eddy） 極小期 （2014-2045）

現在は次の太陽活動極小期に入りつつあるので， 我々

はカトラのことを心配する十分な理由がある． 大規模な

火山噴火と太陽活動極小期を結びつけるメカニズムは

まだ解明されていないが， それにもかかわらず， いくつ

かの研究によると， その相関性は 80％かそれ以上と極

めて高い．
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太陽と壊滅的な地球物理的イベントの関係は私の著書

である “冷たい太陽 （2011）” およびその改定版であ

る “暗い冬 （2014）” で十分検証されている． 合衆国

における地震と太陽の関係についての最新の研究は，

国際的な科学者チームの数年にわたる共同研究にもと

づく本に詳細に記された． “大変動 ‐ なぜ壊滅的な地

震が間もなく合衆国を襲うのか” というタイトルのこの本

は 2016 年 12 月に出版された．

加えて， アイスランドに似た， 火山と地震の厳しい歴史

を持つもう 1 つの島国に関する最近の研究は， ニュー

ジーランドの地震を扱っている． この新しい研究は，

NCGT Journal の 2017 年 6 月号で公表された． これも

同様に， エディー極小期においてはアイスランドまたは

他の地震国に対し特別な注意を払うことが必要であると

指摘している．

本当のところは， カトラもしくはカトラの真北にあるヘクラ

火山， あるいはアイスランドの他のいくつかの危険な火

山のいずれかが， エディー極小期の間のどこかで壊滅

的な結果を伴う噴火を起こす可能性がある．

この記事で私が主張していることは， これまでに言及さ

れていた以上に， アイスランドの火山， とくにカトラが伝

えようとしていることに十分な注意を払い， 備えるべき多

くの理由があるということである．

論文募集    Call for papers
 

（ 小松  宏昭 [ 訳 ]）

ニュース　　NEWS

親愛なる友人のみなさまへ

私たちは， NCGT 第 5 巻 4 号の特別号 （仮題 ： 太平洋の構造とその起源） への論文投稿をお誘いする． この機関紙の

編集者 DongR.Choi 博士は， 2017 年 12 月下旬に発行予定の第 5 巻４号特別号の出版を快く了承していただいた．

この特別号は， もともと 2017 年６月 24 日に東京で開催された B.I.Vasiliev 氏の著書 「太平洋の地質構造と起源」 の日本

語版の出版記念シンポジウムに基づいて企画されたものである． しかしながら， われわれの計画を国際的な議論の場に拡

大することによって， この特集号が様々な意見を収録できるように思われる．

この冊子に掲載予定の論文は以下の通りである．

１） 序言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　					     久保田喜裕 ・ DongR.CHOI  

２） これからの太平洋調査への期待　　　　　　　　　　　　　　　　						      星野通平

３） B.I.VASILIEV 著 「太平洋の地質構造と起源」 －その骨格と本質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 杉山　 明

４） 太平洋の環状構造とその起源　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                    Alexader A.GAVRILV

５） 中部地殻の熱力学的特性という観点からみた弧状列島と中央海嶺の構造と起源　　　　               角田史雄 ・ 川辺孝幸

６） 太平洋北西縁の弧状地域の地質そして弧状地域の大規模上昇と海水準上昇―駿河湾の形成　　　　　　　　　 柴　 正博

７） 金鉱床形成場としての島弧会合部とコールドロンの地質学的意義　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　久保田喜裕

８） 太平洋の内部で産出する古代のそして大陸性物質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢野孝雄

９） 全世界的な地球変動概念の創成に導く海洋と大陸の地質　　　　　			   　　　　　　　 Boris A.Blyuman

10） 太平洋の構造的起源　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dong R.CHOI

特別号への寄稿を希望される場合は，

１） 論文タイトルを，」2017 年 10 月 15 日までに次のメールアドレスへお知らせください． 　yano.azumino@gmail.com　

２） 原稿は 2017 年 11 月中旬までに NCGT Journal の編集者に提出してください．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-Mail:research@ncgtjournal.com　あるいは edtor@ncgt.org

　　　　論文の形式については、 この機関誌の最新号タイトルページの脚注に倣ってください。

　　　2017 年 7 月 28 日

　　　　　　　　　　B.I.Vasiliev 著 「太平洋の地質構造と起源」 日本語版出版委員会委員長　　星野通平

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　連絡先　　　矢野孝雄　e-mail:yano.azumino@gmail.com. 

          　　　　　　　　　　　　　　　　Tel/Fax:+81-263-87-2538　　住所 ： 日本　399-8301　長野県安曇野市穂高有明 126-9
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グローバルテクトニクスの新概念ニュースレター（現

在の NCGT ジャーナルの前身）は，1996 年 8 月に北

京で開催された第 30 回万国地質学会のシンポジウム 

"Alternative Theories to Plate Tectonics" の 後 で

おこなわれた討論にもとづいて生まれた．その名称は，

1989 年のワシントンにおける第 28 回万国地質学会に連

携してワシントンのスミソニアンスミソニアン研究所で

開催された，それ以前のシンポジウムにちなんでいる．

NCTG ニュースレターは，2013 年に NCGT ジャーナルに改

称された

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

目的は次のとおりである：

１. 組織的照準を，プレートテクトニクスの観点に即座

には適合しない創造的な考え方にあわせる．

２．そのような研究成果の転載および出版を行う．とく

に検閲と差別の行われている領域において．

３．既存の通信網では疎外されているそのような考え方

と研究成果に関する討論のためのフォーラム．それは，

地球の自転や惑星・銀河の影響，地球の発達に関する

主要学説，リニアメント，地震データの解釈，造構的・

生物的変遷の主要ステージ，などの視点から，たいへ

ん広い分野をカバーするべきものである．

４．シンポジウム，集会，および会議の組織．

５．検閲，差別および犠牲があった場合の広報と援助 .

NCG ジャーナルについて　　ABOUT THE NCGT Journal

財政的支援について　FINANCIAL SUPPORT

NCGT Newsletter は，すべての個人と組織が自由に入手

できる公開オンライン雑誌である．これは，この雑誌の

増えつづける発行費用を賄うために，私たちは読者から

の善意・無償の寄付と広告収入に頼らざるをえないこと

を意味している．私たちは読者の寛大な財政支援を歓迎

する．

ご希望に応じてごく少部数の印刷版が作成されている．

オーストラリアでは印刷費が高額であるため，個人用の

印刷には電子版をダウンロードされることをお薦めす

る．2014 年の印刷版購読費は，オーストラリアの購読

者で A$180，他国の購読者で US$200（含：航空便郵送費）

である．

自 由 構 成 の 広 告： 裏 表 紙 全 面 広 告 で US$400/ 号，

US$1500/ 年（４号分）．他の場所では，US$300/ 号，

US$1100/ 年（４号分）．半ページ広告は，全ページ費用

の 80%．詳細は editor@ncgt.org. へ．

■ 送金方法

もしあなたが PayPal 口座をお持ちであれば，下記口

座へ送金されたい（PayPal はクレジットカード Visa・

MasterCard で支払い可能）．この方法の利用を推奨する．

　http://www.paypal.com/cgi-bin/

  口座名 : New Concepts in Global Tectonics

　E-mail： ncgt@ozemail.com.au 

               (editor@ncgt.org ではない )

■ 銀行振替あるいは小切手でお支払いの場合は

　宛　名：New Concepts in Global Tectonics

　送先： 6 Mann Place, Higgins, ACT2615, Australia

■ 現金で銀行送金する際の銀行口座の詳細

　銀行名：Commonwealth Bank (Swift Code:CTBAAU25),

          Belconnen Mall ACT Branch(BSB 06 2913)

　口座番号：06 2913 10524718

　口座名義：New Concepts in Global Tectonics


